
いちごドリルプリント

奈良時代プリント 名前

問1 奈良時代の代表的な建築物の一つに、東大寺にある「正倉院」があります。この建物には校倉造（あぜくらづくり）という建築様式が採用され
ていますが、ここに納められた多くの宝物が、現在まで良好な状態で保存されている理由や背景を説明した文として正しいものはどれですか。
（2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. 推古天皇が仏教を保護し、日本で
最初の本格的な仏教文化を後世に残
すための倉庫としたため。

2. 聖武天皇の遺品を中心に、遣唐使
が持ち帰った唐や西アジアの文物が
納められ、厳重に管理されてきたた
め。

3. 藤原道長ら貴族が私財を投じて、
日本独自の文化である国風文化の産
物を守ろうとしたため。

4. 鑑真が来日した際、唐の最新の保
存技術を日本に伝え、専用の博物館
として建立されたため。

問2 奈良時代、地方の状況を把握するために政府の命令で作られた地理志があります。各国の自然環境、産物、土地の由来や伝承などが記録された
この書物を何といいますか。 （2026年 奈良県公立入試 類似）

1. 日本書紀 2. 風土記 3. 万葉集 4. 古事記

問3 奈良時代の文化について述べた文章において、聖武天皇の遺品や、シルクロードを経由して運ばれたペルシア・インドなどの国際色豊かな宝物
を収蔵している建物を指す名称を選びなさい。この建物は、断面が三角形の木材を組み上げて壁を作る校倉造（あぜくらづくり）という技法が
用いられていることでも知られています。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 東大寺正倉院 2. 鹿苑寺金閣 3. 平等院鳳凰堂 4. 法隆寺金堂

問4 大宝律令などの法に基づいて整備された、奈良時代の国家体制について述べた文として、最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2018年

奈良県公立入試 類似）

1. 地方の有力な武士が守護や地頭に
任命され、土地の管理や裁判を行う
仕組み。

2. 各地の諸侯が独自に領地を支配し
、中央の将軍に対して軍役の義務を
負う仕組み。

3. 中央の太政官と八省が政治を司り
、地方の国々には中央から国司が派
遣されて統治を行う仕組み。

4. 天皇から土地の支配権を与えられ
た貴族が、自ら現地に赴いて荘園を
直接経営する仕組み

問5 8世紀の日本において、聖武天皇が国分寺建立の詔（みことのり）や大仏造立の詔を出した歴史的背景と目的を説明した文として、最も適切なも
のはどれですか。 （2016年 岡山県公立入試 類似）

1. 寺院に国民の戸籍を管理させる制
度を整えることで、税の徴収を確実
にし、幕府の財政基盤を強固にする
ため。

2. 感染症の蔓延や貴族の反乱による
社会の動揺を、仏教の教えに基づい
た国家的な祈りによって鎮め、国を
安定させるため。

3. 戦乱で亡くなった多くの武士や民
衆を供養し、極楽往生を願う念仏の
教えを全国の農民に普及させるため
。

4. 日本古来の神々と仏教を一体とす
る考え方を広めることで、地方の豪
族が持つ独自の宗教的権威を否定す
るため。

問6 ユーラシア大陸を横断した「シルクロード（絹の道）」が果たした、古代日本に対する歴史的な役割として最も適切なものはどれですか。
（2023年 大分県公立入試 類似）

1. ローマ帝国やペルシャなどの西方
でつくられた工芸品や文化が、中国
を経て日本へ伝わる経路となった

2. 聖徳太子が制定した冠位十二階な
どの制度を、西方の国々に広めるた
めの外交ルートとして機能した

3. 日本の稲作技術や土器の製作技術
を、中央アジアやヨーロッパへ輸出
するための主要な貿易路となった

4. 北方の狩猟民族が獲得した毛皮を
、九州地方の遺跡を通じて東南アジ
アへ運ぶための独占的な道となった

問7 奈良時代、律令に基づいて人々に課された租税のうち、絹、布、糸、あるいは各地の海産物などの特産物を都まで運んで納める義務を何と呼び
ますか。 （2024年 岡山県公立入試 類似）

1. 調 2. 租 3. 庸 4. 雑徭

問8 奈良時代、政府は地方の実情を把握し統治に役立てるため、各国の国司に土地の様子や産物、伝承などをまとめて報告するよう命じました。こ
のように、当時の地方の自然や社会を知るための重要な手がかりとなっている地理書を何といいますか。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 万葉集 2. 日本書紀 3. 風土記 4. 古事記

問9 古代の日本における地方統治の仕組みについて、日本海側の交通や軍事上の拠点として重要視された佐渡島に置かれた行政単位に関する説明と
して、正しいものを選びなさい。 （2018年 静岡県公立入試 類似）

1. 五畿七道の北陸道に属する令制国
として、島全体が「佐渡国」と定め
られた。

2. 西海道の一部として、九州地方の
防衛を担う拠点の一つに位置づけら
れた。

3. 東山道に属し、内陸部の信濃国や
上野国と密接な行政関係を持ってい
た。

4. 山陰道に属する令制国として、隠
岐諸島とともに一つの行政単位を構
成した。

問10 天平文化が隆盛を極めた奈良時代において、聖武天皇が仏教を厚く保護し、国の政治に取り入れた理由として最も適切な説明はどれですか。
（2017年 静岡県公立入試 類似）

1. 摂政や関白による政治を終わらせ
、天皇が直接政治を行うための新し
い理論が必要だったため

2. キリスト教の伝来に対抗して、日
本古来の神道と仏教を融合させて新
しい宗教を作るため

3. 疫病や政情不安が続く中、仏教の
力で人々の心を安定させ国家を維持
しようとしたため

4. 武士の力を抑制するために、寺院
に独自の軍事力を持たせて権力の均
衡を図ったため

問11 平安時代の初期に作成されたある戸籍の記録によると、男子が５９人であるのに対し、女子が３７６人と記録されており、女子の割合が不自然
に多くなっています。このような事実とは異なる内容が戸籍に記載された背景として、最も適切な説明を選んでください。 （2025年 長野県公立入試

類似）

1. 口分田の割り当てを受ける権利が
女子のみに認められていたため、男
子を女子として登録する必要があっ
たため。

2. 都での労役の代わりに布を納める
庸や、地方の特産物を納める調の負
担が、主に成人男性に課されていた
ため。

3. 当時の社会では女性の地位が極め
て高く、政治的な役職に就くために
女子として登録する者が多かったた
め。

4. 収穫した稲の約３％を納める租の
負担が、男子よりも女子の方が重く
なるように定められていたため。

問12 平城京の都市計画において、都の東端（外京の北側）という象徴的な位置に、当時の国家予算を投じて巨大な仏像（大仏）を本尊とする寺院が
建立されました。この寺院の名称とその建立を命じた天皇の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 寺院：延暦寺、天皇：桓武天皇 2. 寺院：東大寺、天皇：聖武天皇 3. 寺院：崇福寺、天皇：天智天皇 4. 寺院：興福寺、天皇：元明天皇
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

聖武天皇の遺品を中心に、遣唐使が持ち帰っ
た唐や西アジアの文物が納められ、厳重に管
理されてきたため。

正倉院は、聖武天皇の没後に光明皇后が天皇ゆかりの品々を東大寺に献納したことに始まりま
す。宝物には唐の文化だけでなく、シルクロードを介してもたらされたペルシャやインドの影
響を受けたものが多く含まれており、天平文化の国際性を証明する歴史的資料となっています
。木材を組み上げた校倉造の構造が湿度の調節に役立ったことも、保存状態が良かった一因と
されています。

問2 答え 2
風土記

和銅6年（713年）に編纂が命じられた書物です。地方の自然、産物、伝承を公的に記録する
ことで、中央政府が全国の状況を把握しようとする目的がありました。現存するものとしては
『出雲国風土記』などが有名です。

問3 答え 1
東大寺正倉院

聖武天皇が亡くなった後、光明皇后が天皇ゆかりの品々を東大寺の大仏に献納したことが始ま
りです。ここには唐の品物だけでなく、シルクロードを経由して西アジアや中央アジアから伝
わった工芸品なども収められており、当時の天平文化がいかに国際的であったかを物語ってい
ます。

問4 答え 3
中央の太政官と八省が政治を司り、地方の国
々には中央から国司が派遣されて統治を行う
仕組み。

律令国家では、中央に最高行政機関である太政官とその下の八省が置かれ、全国を「国」など
の行政区分に分けました。中央から派遣された国司は、地方の行政・司法・軍事を担い、画一
的な法の下で全国的な統治を目指しました。守護や地頭は鎌倉時代以降の制度であるため、奈
良時代の説明としては不適切です。

問5 答え 2
感染症の蔓延や貴族の反乱による社会の動揺
を、仏教の教えに基づいた国家的な祈りによ
って鎮め、国を安定させるため。

聖武天皇の治世では、天然痘の流行による人口減少や、藤原広嗣の乱といった政治的混乱が相
次ぎました。天皇はこうした災厄を仏教の加護によって取り除こうと考え、鎮護国家の思想の
下で大規模な仏教施設の整備を行いました。檀家制度は江戸時代、浄土信仰の普及は平安時代
末期以降の動きであるため、奈良時代の背景としては不適切です。

問6 答え 1
ローマ帝国やペルシャなどの西方でつくられ
た工芸品や文化が、中国を経て日本へ伝わる
経路となった

シルクロードはユーラシア大陸の東西を結ぶ壮大な交易路であり、西方のローマ帝国やペルシ
ャなどで作られたガラス製品などの高度な工芸品や、それらに付随する文化が東方の中国へと
伝わりました。さらに、それらは朝鮮半島や海を越えて日本にもたらされ、奈良の正倉院や福
岡県の遺跡から発見されるなど、日本の古代文化形成に大きな影響を与えました。

問7 答え 1
調

律令体制下における主要な税の一つで、地方の特産物を都に納める制度です。平城京の遺跡か
ら発見された木簡（荷札）には、塩などがこの税として運ばれた記録が残っています。土地に
対して課される「租」とは異なり、成人男性（正丁など）の個人に対して課されました。

問8 答え 3
風土記

713年に元明天皇が命じて作らせた、地方の地理や伝承をまとめた書物です。現存するものは
少ないものの、出雲（島根県）などはほぼ完全な形で残っており、当時の地方文化や人々の暮
らし、地名の由来などを伝える貴重な史料となっています。

問9 答え 1
五畿七道の北陸道に属する令制国として、島
全体が「佐渡国」と定められた。

佐渡国は古代の律令制下において、島全体が独立した「国」として扱われました。地理的には
日本海沿岸の国々を結ぶ北陸道のルート上にあり、現在の新潟県にあたります。他の選択肢に
ついて、隠岐は山陰道、対馬などは西海道、信濃や上野は東山道に属しており、地理的・行政
的な区分が異なります。

問1
0

答え 3
疫病や政情不安が続く中、仏教の力で人々の
心を安定させ国家を維持しようとしたため

奈良時代中頃、藤原広嗣の乱などの政情不安や、天然痘の爆発的な流行による甚大な被害が発
生しました。聖武天皇は、武力や法制度だけでは解決できないこれらの社会混乱に対し、仏教
という宗教的な権威を用いることで、国家の平穏を取り戻そうと試みました。この目的のため
に巨額の財政を投じて大仏や国分寺が造営され、結果として仏教中心の華やかな天平文化が発
展することとなりました。

問1
1

答え 2
都での労役の代わりに布を納める庸や、地方
の特産物を納める調の負担が、主に成人男性
に課されていたため。

律令制下の税制において、布を納める「庸」や特産物を納める「調」、さらには兵役などは、
主に成人男性（正丁など）に対して重く課されていました。一方で「租」は男女ともに課され
ましたが、負担は比較的軽いものでした。そのため、人々は重い税負担や兵役から逃れるため
に、男子を女子と偽って戸籍に登録する「偽籍（ぎせき）」を行いました。その結果、資料の
ように女子の数が極端に多い記録が残ることとなりました。

問1
2

答え 2
寺院：東大寺、天皇：聖武天皇

平城京の東端に位置する広大な敷地には、聖武天皇の命により東大寺が建立されました。ここ
は「外京」と呼ばれる平城京の東側に張り出した区画の北側に位置しています。聖武天皇は、
仏教によって国家を安定させるという強い信念のもと、全国の寺院の中心としてこの東大寺と
大仏を造営しました。


